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事業概要【オープンイノベーションの促進による地域経済循環創出プロジェクト】

申請者 栃木県宇都宮市 初回採択回 令和５年度第１回募集

事業計画期間 R５～R７年度 期間中の総事業費
（カッコ内はR6年度事業費）

113,142千円（41,237千円）

事業タイプ・類型 地方創生推進タイプ・横展開型 事業分野（詳細） ローカルイノベーション分野

目的（効果）

・地域一体となって本市産業の原動力となる成長性の高いスタートアップの発掘・定着を図る
・地域外から有望なスタートアップ企業の誘致に取り組み，スタートアップ企業の集積を図る
・地域内外の企業間ネットワークを構築しながら中核企業等の事業連携や協業の活発化を図る

事業概要・
主な経費

※経費内訳はR7年度事業費

○オープンイノベーションプログラム(委託費)15,000千円

・市内中核企業と市内外スタートアップとの協業による新規事業等の

事業化に向けた伴走型の支援プログラム

○スタートアップに対する成長加速化事業（委託費）12,000千円

・有望な市内外スタートアップ企業を選抜し，事業成長の加速化に

向けた専門家によるアドバイス，実証実験，ビジネスマッチングのサ

ポート等を行う伴走型の支援プログラム

○ビジネスコーディネーター業務（委託費）8,427千円

・東京圏を中心とした域外企業との交流イベントを開催

・販路開拓などビジネスマッチング支援

・市内中核企業を中心とした地域内外の企業間ネットワーク形成の

コーディネート

事業推進体制

【民間事業者】「宇都宮イノベーションコンソーシアム」に参画する先輩
起業家や民間企業経営者，学識経験者により，各種プログラムの
参加企業に対する事業成長に向けた助言やビジネスマッチング等の
支援を実施
【金融機関】「宇都宮イノベーションコンソーシアム」に参画する地元金
融機関により，各事業に参加する企業の活動資金に対する，金融
支援や銀行のネットワークを活用した事業のPR支援

KPI

※カッコ内の数値
は最終事業年
度までの「KPI
増加分の累計」
の目標値

①オープンイノベーション等推進事業の参加
企業における雇用増加数（+30人）
②新規事業プロジェクトの組成（+６件）
③ｽﾀｰﾄｱｯﾌﾟ成長加速化採択（+24件)
④企業間交流ｲﾍﾞﾝﾄの参加（+750人)

推進継続
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事業概要【官民協働による「共創のまちづくり」推進プロジェクト】

申請者 栃木県宇都宮市 初回採択回 令和６年度第１回募集

事業計画期間 R6-R8年度 期間中の総事業費
（カッコ内はR7年度事業費）

160,000千円（58,000千円）

事業タイプ・類型 地方創生推進タイプ・横展開型 事業分野 ローカルイノベーション分野

目的（効果）

•市内外の多様な人材とのマッチングや共創の種を生む拠点となる「交流の場」を創出
•自治体間競争に勝ち抜き，共創・協業のパートナーとして選ばれるまちを目指す。
•共創・協業による地域課題の解決につながるプロジェクトを生み出す。
•人口減少社会においても持続的なまちの成長や発展を目指す。

事業概要・
主な経費

※経費内訳はR7年度事業費

○都市拠点における「交流の場」(コミュニティスペース)の設置・運営
（委託費） 39,000千円
・都市拠点における施設利用に係る経費
・「交流の場」におけるコーディネーター人件費
・若者まちなか活動・交流センターの運営費
・若者交流ファシリテーターの人件費

○「うつのみや未来創造プロジェクト」の推進（委託費）4,000千円

○「共創のまちづくりプロジェクト」の推進（交付金）10,000千円
・行政のみ，民間事業者のみでは施策の導出が難しい分野におい
て，官民の連携により相乗効果や新たな価値創造が見込まれる
プロジェクトに対する支援

事業推進体制

【市内外民間企業】共創・協業に係るノウハウ・リソース，人材の提供
【NPO等】多様な人材・団体・企業の交流をファシリテートするノウハウを活用した
コーディネーター役の確保・育成
【大学】地域人材育成，地域シンクタンク機能の提供
【金融機関】共創・協業により生まれた新規事業への資金提供

KPI

※カッコ内の数値は最
終事業年度までの
「KPI増加分の累
計」の目標値

①地域における新規雇用者数（＋40人）
②具現化・社会実装された共創プロジェクト数
（+4件）
③「ミヤ・共創ラボ」で採択した実証実験等の
件数（＋10件）

旧制度（推進）
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事業概要【世界で輝く「スポーツのまち うつのみや」の実現】

申請者 栃木県宇都宮市 初回採択回 令和６年度第１回募集

事業計画期間 R6-R8年度 期間中の総事業費
（カッコ内はR7年度事業費）

175,260千円（43,000千円）

事業タイプ・類型 地方創生推進タイプ・横展開型 事業分野 観光分野

目的（効果）

•スケートボードパーク等を有する「東部総合公園」を整備することにより，若者等のプレーヤー達の受け皿を創出や，
国際・国内大会を誘致する。
•アーバンスポーツの認知度向上を目指すとともに，国際大会の開催など県内外からに多くの来場者を呼び込む誘
客策を実施し，「スポーツのまち うつのみや」を目指す。
• 「東部総合公園」を広く知ってもらい，市民に日常的に親しまれ，県内外の利用者には気軽に訪れていただける
よう，開園に向けた機運醸成を図る。

事業概要・
主な経費

※経費内訳はR7年度事業費

〇東部総合公園の周知ＰＲ，大会誘致・開催に向けた
関係団体等への誘致営業活動等の実施
・東部総合公園開園準備等 10,000千円（委託費）
〇オープニングイベントの企画・準備等の実施
・オープンイベント開催費 10,000千円（委託費）
〇アーバンスポーツフェスティバルの開催
・イベント開催経費 23,000千円（委託費）

事業推進体制

【民間事業者】本市が展開する様々なスポーツイベントに合わせ，本
市の有するスポーツ資源の魅力を最大限に活用した，民間主体によ
る新たなツーリズム事業の促進 等
【金融機関】銀行のネットワークを活用した効果的な事業PRを検討

KPI

※カッコ内の数値は最
終事業年度までの
「KPI増加分の累
計」の目標値

①地域における観光消費額
（7.5億円）
②延べ来場者数（4.2万人）
③イベントにまた来たいと思う人の割
合（255％）

旧制度（推進）
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事業概要【宇都宮版SOIPによる「スポーツオープンイノベーションのまち宇都宮」ブランディング推進事業】

申請者 栃木県宇都宮市 初回採択回 令和７年度第１回募集

事業計画期
間

R7-R9年度 期間中の総事業費
（カッコ内はR7年度事業費）

58,000千円
（20,000千円）

経費の類型
ソフト
事業 ✓

拠点整
備事業

インフラ
整備事業 事業分野 ローカルイノベーション

目的
（効果）

✓ イベントを通じて、スポーツを核とした他産業との掛け合わせによる事業創発（スポーツオープンイノベーション）を推進する地域としてのブランディングを進める。それにより、スポーツを単に「競
技スポーツ」ととらえるのではなく、スポーツを核とした他産業との掛け合わせによる事業創発や、地場大学と連携した共同研究、学生と企業のマッチングの機会を増加させ、企業集積を促し、
「スポーツを格とした地域経済の活性化」の実現を目指す。

✓ イベントを通じて、スポーツオープンイノベーションの推進組織として本市が設立予定の宇都宮版SOIP（スポーツオープンイノベーションプラットフォーム）の会員募集得を行う

事業概要・
主な経費

※経費内訳はR7年
度事業費

【ソフト事業経費】
■イベント開催
・イベント企画費：3,000千円
・専用HPの構築・運用、SNSアカウントの運営・管理費：3,000千円
・イベント運営費（マニュアル策定、問い合わせ対応、当日の受付等）：3,000千円
・出展企業募集、出展する企画内容の調整、出展コンテンツ準備支援：6,000千円
・登壇者やパネラーへの謝金・交通費等：1,000千円
・会場費：1,000千円

■コーディネート人材育成
●コーディネーター活動方針の策定：1,000千円
●コーディネート人材の育成カリキュラム（座学カリキュラム＝Off-JT）の開発・実施
・スポーツをテーマとして、企業のオープンイノベーションを促進するスキルを学習するためのカリ
キュラムの開発費：1,000千円
●コーディネート人材へのOn-JT実施
・実証事業の支援業務（課題管理、スケジュール管理、関係者調整、実証効果の分析支
援、自走に向けたビジネス展開の助言等）：1,000千円

庁内外の
事業推進体

制

【産】本市をホームとするプロスポーツチーム，宇都宮版SOIP参加企業…イベントのPR支援，
イベントへの選手の協力，宇都宮版SOIPでの活動内容の発表当該施設の運営管理
【官】宇都宮市…全体管理
【学】宇都宮大学・作新学院大学等…学生との連携企画のバックアップ，最新の研究結果
など知見の活用
【金】地元金融機関…実証事業に対するファイナンス支援・助言
【言】地元メディア（新聞社・テレビ局）…イベントの情報発信，HP・SNSの活用時の広報
戦略に係る助言
【住民全般】本市をホームとするプロスポーツチームのファン，地場大学生…スポーツオープン
イノベーションの事例に対する意見出し，大学生のイベント参画・企業との連携企画の推進

KPI
※カッコ内の数
値は最終事
業年度まで
の「KPI増加
分の累計」
の目標値

①イベントを契機として進出した企業による
新規雇用者の増加数（+6人）

②イベントを契機とした企業進出件数（＋3社）
③イベントに参加した企業の数（＋40社）
④イベントに参加した学生数（+90人）

講演ブース

展
示
ブ
ー
ス

展
示
ブ
ー
ス

会場イメージ

打ち合わせ
スペース

✓ 有識者や著名人
を招待して講演会
やトークセッションを
実施するスペース

✓ 1回のイベントで3
～5回程度開催
予定

✓ スポーツをテーマと
した体験型ソリュー
ションの展示

✓ 宇都宮版SOIPに
て進める実証結果
の展示

出展内容の企画や出展コンテンツの策定支
援としてコーディネート人材が伴走
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事業概要【地域共生社会実現に向けた地域コミュニティ活性化事業】

申請者 栃木県宇都宮市 初回採択回 令和７年度第１回募集

事業計画期間 R7-R9年度 期間中の総事業費
（カッコ内はR7年度事業費）

289,661千円
（94,861千円）

経費の類型
ソフト
事業 ✓

拠点整
備事業

インフラ
整備事業 事業分野 まちづくり分野

目的（効果）

•地域コミュニティの要である自治会の活性化や女性をはじめ誰もが活躍できる社会の実現、買物などの基本的な日
常生活に不可欠なサービスの維持，移住定住施策の更なる強化などにより，地域コミュニティの充実を図り，生活
環境の創生に取り組む。
•日常生活に不可欠な「買物」をきっかけとして外出を促し，「買物」を通して地域住民と「交流」する機会を創出する
ことで，高齢者の生活の質の向上，社会参加の促進を図る。

事業概要・
主な経費

※経費内訳はR7年度事
業費

【ソフト事業経費】
〇自治会への加入促進・活動の活性化
自治会デジタル活用支援等（補助金） 7,881千円
〇女性活躍の促進
仕事と健康課題の両立支援事業等（委託費） 5,250千円
〇移動販売と合わせた交流の場の整備事業
・移動販売 （補助金）4,830千円
〇東京圏の移住定住の促進
東京圏へのプロモーションの実施等（交付金） 76,900千円

庁内外の
事業推進体制

【産】民間企業…・移動販売の実施者，企業経営者，不動産業者
等 【官】宇都宮市…全体管理
【学】大学…移動販売事業者と地域の仲介する場の検討，学生の主
体的な参画の促進，事業実施への助言
【言】ウェブメディア…動画・広告等で本市の魅力発信
【住民全般】地域団体…地域住民の意見の吸い上げ，交流の場の
情報提供・連携，市民ならではの情報発信，様々なイベントへの参
画

KPI

※カッコ内の数値は最
終事業年度までの
「 KPI増加分の累
計」の目標値

①移住定住に関する相談のうち実際に本市へ
移住した人の数
（＋180人）
②日常生活の中で，「絆」や「つながり」を感じる
市民の割合（＋11.40）
③地域における交流の場への参加者延べ人数
（年間）（＋7,208人）
④宇都宮市男女共同参画推進事業者表彰
「きらり大賞」表彰事業者数 （＋36事業所）
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事業概要【人や企業から選ばれるリーディングシティ宇都宮創出プロジェクト】

申請者 栃木県宇都宮市 初回採択回 令和７年度第１回募集

事業計画期
間

R7-R9年度 期間中の総事業費
（カッコ内はR7年度事業費）

111,200千円
（47,000千円）

経費の類型
ソフト
事業 ✓

拠点整
備事業

インフラ
整備事業 事業分野 観光振興（しごと創生）分野

目的
（効果）

✓ 本プロジェクトに位置付けた各事業を通じて，民間の主体的な参画を促進し，総力を挙げて，地域の「稼ぐ力」を引き出し，育むことで，地域
経済の底上げを図るとともに，産官学をはじめとする多様な主体が一体となり，地域の力を結集し，本市ならではの価値を創出・提供し続ける持
続可能な都市を目指し，地域経済の活性化に取り組む。

事業概要・
主な経費

※経費内訳はR7年
度事業費

【ソフト事業経費】
〇オール宇都宮による観光振興 9,000千円
⇒官民一体の組織である観光推進委員会を通した事業の構築
〇戦略的な観光誘致 7,000千円
⇒市民発信型のデジタルプロモーションを行う。
〇ＭＩＣＥ開催支援の充実と受入体制の強化 4,000千円
⇒MICE開催都市としての地位を更に高める取組を充実
〇LRT沿線のまちづくりの推進 2,000千円
⇒市街化調整区域等のLRT停留場周辺の賑わいづくりを行う。
〇スポーツ施設整備計画策定業務 25,000千円
⇒本市のスポーツ施設の統合，集約，総量抑制など様々な方策を検討し
た上で，機能・規模・配置等の考え方をとりまとめる。

計）47,000千円

庁内外の
事業推進体

制

【産】宇都宮観光コンベンション協会，宇都宮観光推進委員会…新たな観光資源の
発掘，磨き上げ，ＭＩＣＥ誘致の推進
【官】宇都宮市，うるま市…共創における官官連携の推進，各種連携事業の構築
や民間交流のきっかけづくり
【学】宇都宮大学，作新学院大学等…学生の主体的な参画の促進，事業実施へ
の助言
【金】包括連携協定を結ぶ金融機関…多岐に渡る分野において連携
【言】地元新聞社…様々な事業の戦略的な情報発信
【住民全般】魅力発信の市民ライター，ライトライン沿線の住民団体，学生など…市
民ならではの情報発信，様々なイベントへの参画

KPI
※カッコ内の数値
は最終事業年
度までの「KPI増
加分の累計」の
目標値

①本市への観光入込客数（＋172万人）
②市民自らが観光資源を発信した回数（＋240回）
②観光消費額（＋214億円）
③ＭＩＣＥ開催件数（＋12件）
④ＭＩＣＥ消費額（＋11億円）
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事業概要【八幡山公園魅力向上事業】

申請者 栃木県宇都宮市 初回採択回 令和７年度第１回募集

事業計画期
間

R7-R9年度 期間中の総事業費
（カッコ内はR7年度事業費）

776,200千円
（18,200千円）

経費の類型
ソフト
事業 ✓

拠点整
備事業 ✓

インフラ
整備事業 事業分野 観光振興（しごと創生）分野

目的
（効果）

✓ まちなかの緑豊かな小高い山の上にあるという希少価値の高い立地条件にもかかわらず，花見シーズン以外は閑散としていることから，八幡山公
園を市民が誇れる公園とするとともに，この公園があるから，宇都宮に住んでみたいという公園を実現していく。そのため，民間活力を最大限活用し
ながら，公園に新たな魅力を持たせ，質を向上させることができるPark-PFIの手法を公園整備の一部に取り入れ，幅広い世代や多様なニーズに
対応していくとともに，Park-PFIの対象となっていないエリアにあるアドベンチャーブリッジ，宇都宮タワー，駐車場をリニューアルし，それ自体が観光
名所となり得る施設へと変えていくことで，公園すべてを再整備し，公園に一体性を持たせるとともに，園内の周遊性を向上させることで，公園周
辺へのレジャー関連事業者の進出など，新たなビジネスチャンスの創出などの経済的効果を期待する。

事業概要・
主な経費

※経費内訳はR7年
度事業費

【拠点整備事業経費】
〇八幡山公園アドベンチャーブリッジリニューアル 5,000千円
・ リニューアル検討業務
・ 実施設計
・ リニューアル工事
〇園路広場の整備・改修 8,200千円
・ 長寿命化検討業務
・ 実施設計

【ソフト事業経費】
〇八幡山公園とその周辺の活性化に向けたエリアマネジメント委託

5,000千円

計）18,200千円

庁内外の
事業推進体

制

【産】中村土建グループ…Park-PFIによる公募対象公園施設の設置
【官】宇都宮市…全体管理
【学】宇都宮大学，作新学院大学等…学生との連携企画のバックアップ、学生活躍
の視点から見た公園の活用方法の提案
【金】地域金融機関…施設の活用方法の提案
【言】地元新聞社…イベントの情報発信，広報戦略に係る助言
【住民全般】公園を利用する市民，来街者…使いやすい公園を整備するための意見
出し

KPI
※カッコ内の数値
は最終事業年
度までの「KPI増
加分の累計」の
目標値

①本市への観光入込客数 （＋172万人）
②八幡山公園の来園者数 （＋6万人）
③八幡山公園の満足度（満足，どちらかと言えば満足の合
計） （＋8％）
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事業概要【「人が集い スポーツに親しみ 交流する」北西部地域体育施設の整備による北西部地域の振興】

申請者 栃木県宇都宮市 初回採択回 令和７年度第１回募集

事業計画
期間

R7-R9年度 期間中の総事業費
（カッコ内はR7年度事業費）

4,794,457千円
（413,698千円）

経費の類
型

ソフト
事業

拠点整
備事業 ✓

インフラ
整備事業 事業分野 観光振興（しごと創生）分野

目的
（効果）

✓ 北西部地域にはこれまでも森林公園のようなサイクリストが楽しめる屋外のスポーツ施設を有していたが，屋内のスポーツ施設が不足していたところであ
り，今後，北西部地域体育施設が完成すると体育館競技も含めた幅広いスポーツやフィットネスを対象に，「道の駅ろまんちっく村」を代表とする広大
な自然環境や食の提供，温泉施設と組み合わせることで，観光客の更なる誘客と経済循環の実現を目指す。

✓ 本市初となるＢＭＸレースダートコースの整備は本市に多大な経済効果をもたらしている，「ジャパンカップサイクルロードレース」などのサイクルスポーツ
イベントと連携して更なる効果の発現を期待する。こうした取り組みにより本市の「稼ぐ力」をより強いものにしていく。

事業概要・
主な経費

※経費内訳はR7年
度事業費

【拠点整備事業経費】
〇北西部地域体育施設の整備
・建築物本体工事 291,211千円
・CM業務：29,920千円
・屋外工事：92,567千円

庁内外の
事業推進
体制

【産】東武岩村晋豊上陽AIS設計・施工共同企業体…北西部地域体育施設のDB方
式による整備
【官】宇都宮市…全体管理
【学】宇都宮大学，作新学院大学等…学生との連携企画のバックアップ，学生活躍の視
点から見た施設の活用方法の提案
【金】地域金融機関…施設の活用方法の提案
【言】地元新聞社…イベントの情報発信，広報戦略に係る助言
【住民全般】施設を利用する地域住民，自治会…使いやすい施設を整備するための意
見出し

KPI
※カッコ内の数値
は最終事業年
度までの「KPI増
加分の累計」の
目標値

①本市への観光入込客数（＋172万人）
②北西部地域体育施設の利用者数（＋30,000人）
③「スポーツ」をきっかけとした本市への来訪者の割合（＋
2％）
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事業概要【市体育館機能・利便性向上改修事業】

申請者 栃木県宇都宮市 初回採択回 令和７年度第１回募集

事業計画期間 R7年度 期間中の総事業費
（カッコ内はR7年度事業費）

305,800千円
（305,800千円）

経費の類型
ソフト
事業

拠点整
備事業 ✓

インフラ
整備事業 事業分野 観光振興（しごと創生）分野

目的
（効果）

✓ 市体育館は本市経済・地域の活性化や市民のウェルビーイングの向上に大きく寄与する施設であるが，供用から40年以上が経過する施設であり，
特に「みる」スポーツの観点からは機能が不足している。また，2026年シーズンから創設されるトップカテゴリーの「Ｂリーグ・プレミア」（Ｂプレミア）へ
の参入意向を宇都宮ブレックスが表明したことから，Ｂプレミア基準にも対応するため，スイート席の増設やアリーナラウンジの設置，来場者が待た
ずにトイレを利用できる環境の整備など，施設の安全性・快適性・利便性を高め，施設の「稼ぐ力」と持続可能性を高めるとともに，東部スポーツ
ウェルネスラインの重要な構成要素の１つとしての体育館の拠点性を高めることで，ライトライン沿線の賑わいの向上にもつなげていくことが期待できる。

事業概要・
主な経費

※経費内訳はR7年度事
業費

【拠点整備事業経費】
〇宇都宮市体育館機能・利便性向上改修
・スイート・ラウンジの整備
・飲食スペースの確保工事
・不足するトイレを確保するための工事

計）305,800千円

庁内外の
事業推進体制

【産】栃木ブレックス株式会社…市体育館改修施工
【官】宇都宮市…市体育館改修委任
【学】宇都宮大学、作新学院大学等…学生主体で行われる企画の実施，
学生活躍の視点から見た施設の活用方法の提案
【金】地域金融機関…施設の活用方法の提案
【言】地元新聞社…イベントの情報発信，広報戦略に係る助言
【住民全般】ブレックスをはじめとするプロスポーツチームのファン，青少年…
使いやすい市体育館を整備するための意見出し

KPI
※カッコ内の数値
は最終事業年
度までの「KPI増
加分の累計」の
目標値

①本市への観光入込客数 （＋172万人）
②宇都宮市体育館で開催された興行の来場者数
（宇都宮ブレックスの来場者数を除く）（＋3,500人）
③宇都宮市体育館で開催された興行数
（宇都宮ブレックスのホームゲームを除く）（＋3件）
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